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ウイルス小班・細菌小班合同 WG 会議 

 

平成 29 年度ウイルス小班・細菌小班合同 WG 会議 プログラム 

日 時：平成２９年５月２４日（水）13 時 00 分から 18 時 00 分まで 

場 所：国立感染症研究所共用第２会議室 

１．挨拶 国立保健医療科学院（厚生労働省） 武村 真治先生 

２．出席者紹介  

３．皆川 洋子（愛知県衛研） 

  ２８年度総括研究報告及び本年度の研究班活動計画について 

４．木村 博一（感染研） 

平成２９年度ウイルス検査精度管理に関する研究の概要 

５．吉田 弘（感染研） 

  ウイルス関連調査研究計画について 

６．出席者全員 

    ウイルス小班活動について 

７．滝澤剛則（富山衛研）村上光一（感染研）松本昌門（愛知衛研） 

赤痢菌に関する外部「精度管理」調査試行について 

８．出席者全員 

     細菌小班活動について 

９．皆川 洋子（愛知衛研） 

今後の予定について（検査の質確保・他機関との連携等を含めた全体討論） 
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保健所・大学連携 WG 会議 

 

平成 29 年度保健所・大学連携 WG 会議 プログラム 

日 時：平成２９年９月７日（木）13 時 30 分から 17 時 00 分まで 

場 所：愛知県衛生研究所１階 共同研究室 

１．研究班長挨拶  

２．出席者紹介  

３．皆川 洋子（愛知県衛研） 

  ２８年度研究概要の報告（ウイルス・項目）及び本年度の研究班活動計画について 

４．松本 昌門（愛知県衛研） 

細菌小班活動について（細菌検査精度管理概要） 

５．（15:00-15:30）皆川 洋子 

  事前アンケート集計結果について 

６．（15:50-16:50）出席者全員 

今後の予定について（検査の質確保・他機関との連携等を含めた全体討論） 

  



107 

細菌小班コア WG 会議 

 

平成 29 年度細菌小班コア WG 会議 プログラム 

日 時：平成２９年１０月２４日（火）10 時から 16 時まで 

場 所：国立感染症研究所共用第１会議室 

１．ワーキンググループによる検討について（松本 昌門・愛知県衛研） 

２．全体討論（出席者全員） 

３．意見交換（出席者全員） 

４．事務連絡（松本 昌門） 
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全体班会議 

平成 29 年度全体班会議 プログラム 

 

日 時：平成 30(2018)年 1 月 10 日（水）13 時 00 分から 18 時 00 分まで 

場 所：国立感染症研究所共用第２会議室 

 

１．挨拶 国立保健医療科学院（厚生労働省）  

２．出席者紹介  

３．皆川 洋子（愛知県衛研） 

  ２９年度研究概要について 

４－１．滝澤剛則（富山県衛研）・松本昌門（愛知県衛研）・細菌小班 WG 

赤痢菌に関する外部「精度管理」について 

４－２．出席者全員 

     細菌小班活動について 

５．皆川 洋子（愛知県衛研）・出席者全員 

  項目小班（保健所大学連携 WG 会議について、追加アンケート経過報告） 

６－１．水越文徳（栃木県保健環境センター）・木村 博一（感染研）他 

精度保証の手法を取り入れたウイルス遺伝子定量法の研修について 

６－２．吉田 弘（感染研）・皆川・ウイルス小班 WG 

  ウイルス小班の調査研究について 

６－３．出席者全員 

    ウイルス小班活動について 

７．皆川 洋子（愛知県衛研） 

2 年間の総括及び今後の方向性について（全体討論含む） 

８．（17:40-17:55） 

講 評 
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平成 29 年度希少感染症診断技術研修会 第 2 日 

赤痢菌の検査と精度管理 

愛知県衛生研究所 松本 昌門 

【目的】 

平成 28 年 4 月の改正感染症法施行に伴い、病原体情報の収集を担当する地方衛生研究所（地研）は

病原体検査の質を確保する必要性から外部精度管理を定期的に受ける義務が付与された。そこで国立感

染症研究所（感染研）と地研が連携して、全国の地研に対して病原体検査外部精度管理を実施するシス

テムを構築するために平成 28 年度から 29 年度までの 2 年間、厚生労働科学研究活動を行った。その

一環として赤痢菌を用いた外部精度管理調査の試行を 27 地研に対して実施したので報告する。 

【方法】 

参加地研の選定は全国 6 地域の地研数等を考慮して各地域から合計 27 の地研を選んだ。外部精度管

理調査試行は、予め、平成 29 年 5 月 8 日に検査結果報告書、赤痢菌の生化学的性状等を記入する赤痢

菌検査経過記録書等を参加地研にメールで送付した。5 月 19 日、感染研で準備した外部精度管理調査

検体 3 件（赤痢菌陽性 2 株、赤痢菌陰性 1 株）をジュラルミン製 4 次容器に入れ、ゆうパックで 5 月

22 日に各地研到着で送付した。各地研で検査を行い、6 月 22 日までに愛知衛研に送付された記入済み

検査結果報告書及び赤痢菌検査経過記録書の解析・評価を実施した。11 月 17 日に外部精度管理細菌検

査正解の送付を行った。 

【結果と考察】 

検査結果報告書の解析・評価では、判定結果は全ての施設から正しく報告された。しかし、「根拠と

した検査結果」で記載例が適切でなかったため、試料 1（赤痢菌陰性）の表記に相違が見られた。また、

血清型、菌型の誤記が見られたことから、複数人でのチェック体制が必要である。赤痢菌検査経過記録

書では、一部の施設で検体受付当日に検査を開始していなかった。検査開始は受付当日が望ましい。結

果記入の誤記、記入漏れも散見されたことから、複数人でのチェック体制が必要である。血清凝集検査

では結果に相違が見られたことから、血清反応を菌液濃度の異なった複数の懸濁液で行う、複数人で確

認を行う等対応が必要である。また、コロニーを 1 個のみ釣菌していた施設があったが、複数個釣菌す

ることが望ましい。 

大学等研究教育機関との連携、病原体の精度管理における保健所との連携を図りながら、赤痢菌以外の

細菌への応用を視野に入れた外部精度管理実施体制を提言していきたい。  
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「赤痢菌の検査と精度管理」資料抜粋 
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